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(57)【要約】
【課題】ヒステリシスによって発生する応答速度の問題
を解決し、画面上のモーションブラーを改善すると同時
に、駆動トランジスタのしきい電圧偏差を補償する画素
回路構造を提案する。
【解決手段】本発明は、画素、これを含む表示装置、及
びその駆動方法に関し、具体的に表示装置に含まれる画
素は、有機発光ダイオード、前記有機発光ダイオードに
前記伝達されるデータ信号による駆動電流を伝達する駆
動トランジスタ、第１走査信号に対応して前記駆動トラ
ンジスタに前記データ信号を伝達する第１トランジスタ
、前記駆動トランジスタのゲート電極電圧を初期化する
初期化期間の間に、第２走査信号に対応して前記駆動ト
ランジスタのソース電極に第１電源電圧を印加する第２
トランジスタ、及び前記駆動トランジスタのゲート電極
に接続する第１電極及び前記第１電源電圧に接続する第
２電極を含むキャパシタを含む。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の走査信号が伝達される複数の走査線、複数のデータ信号が伝達される複数のデー
タ線、及び複数の発光制御信号が伝達される複数の発光制御線にそれぞれ接続された複数
の画素を含む表示部と、前記複数の走査信号を伝達する走査駆動部と、前記複数のデータ
信号を伝達するデータ駆動部と、及び前記複数の発光制御信号を伝達する発光駆動部とを
含み、
　前記複数の画素それぞれは、
　有機発光ダイオード；
　前記有機発光ダイオードに前記伝達されたデータ信号による駆動電流を伝達する駆動ト
ランジスタ；
　第１走査信号に対応して前記駆動トランジスタに前記データ信号を伝達する第１トラン
ジスタ；
　前記駆動トランジスタのゲート電極電圧を初期化する初期化期間の間に、第２走査信号
に対応して前記駆動トランジスタの第１電極に第１電源電圧を印加する第２トランジスタ
；及び
　前記駆動トランジスタのゲート電極に接続する第１電極及び前記第１電源電圧に接続す
る第２電極を含むキャパシタを含む表示装置。
【請求項２】
　前記初期化期間の間に前記駆動トランジスタのゲート電極電圧と第１電極電圧との電圧
差は前記駆動トランジスタを動作させる電圧である、請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記第１トランジスタは、前記第１走査信号によってスイッチング動作して、前記駆動
トランジスタの第１電極に前記データ信号を伝達する、請求項１に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記第２走査信号は、前記第１走査信号が伝達される走査線の前の走査線に伝達される
走査信号である、請求項１に記載の走査信号の表示装置。
【請求項５】
　前記走査駆動部は、前記複数の画素それぞれに前記第１走査信号及び前記第２走査信号
を伝達する、請求項１に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記複数の画素それぞれは、
　前記初期化期間の間に前記駆動トランジスタのゲート電極に初期化電圧を供給して、駆
動トランジスタのゲート電極電圧を初期化させる初期化トランジスタをさらに含む、請求
項１に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記初期化トランジスタは、前記複数の画素それぞれの第１トランジスタに伝達される
第１走査信号が伝達される走査線の前の走査線に伝達される第２走査信号に対応してスイ
ッチング動作する、請求項６に記載の表示装置。
【請求項８】
　前記初期化期間は、前記初期化トランジスタに伝達される第２走査信号がゲートオン電
圧レベルで伝達される期間である、請求項６に記載の表示装置。
【請求項９】
　前記初期化期間は、前記駆動トランジスタのしきい電圧が補償される期間より前である
、請求項１に記載の表示装置。
【請求項１０】
　前記複数の画素それぞれは、
　前記初期化期間の後に、前記第１走査信号によってスイッチング動作して前記駆動トラ
ンジスタをダイオード接続し、前記駆動トランジスタのしきい電圧を補償するしきい電圧
補償トランジスタをさらに含む、請求項１に記載の表示装置。
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【請求項１１】
　前記複数の画素それぞれは、
　前記データ信号による駆動電流が伝達される前記有機発光ダイオードの発光を制御する
少なくとも一つの発光制御トランジスタをさらに含む、請求項１に記載の表示装置。
【請求項１２】
　前記発光制御トランジスタは、前記複数の画素それぞれに含まれている第１トランジス
タ及び第２トランジスタにそれぞれゲートオン電圧レベルの第１走査信号及び第２走査信
号が伝達された後、ゲートオン電圧レベルで伝達される発光制御信号に対応してスイッチ
ング動作する、請求項１１に記載の表示装置。
【請求項１３】
　有機発光ダイオード；
　前記有機発光ダイオードに前記伝達されたデータ信号による駆動電流を伝達する駆動ト
ランジスタ；
　第１走査信号に対応して前記駆動トランジスタに前記データ信号を伝達する第１トラン
ジスタ；
　前記駆動トランジスタのゲート電極電圧を初期化する初期化期間の間に、第２走査信号
に対応して前記駆動トランジスタのソース電極に第１電源電圧を印加する第２トランジス
タ；及び
　前記駆動トランジスタのゲート電極に接続する第１電極及び前記第１電源電圧に接続す
る第２電極を含むキャパシタを含む画素。
【請求項１４】
　前記初期化期間の間の前記駆動トランジスタのゲート電極電圧とソース電極電圧との電
圧差は、前記駆動トランジスタを動作させる電圧である、請求項１３に記載の画素。
【請求項１５】
　前記第１トランジスタは、前記第１走査信号が伝達されるゲート電極、前記データ信号
が伝達されるソース電極、及び前記駆動トランジスタのソース電極に接続されるドレイン
電極を含み、
　前記第１走査信号によってスイッチング動作して、前記駆動トランジスタのソース電極
に前記データ信号を伝達する、請求項１３に記載の画素。
【請求項１６】
　前記第２走査信号は、前記第１走査信号が伝達される走査線の前の走査線に伝達される
走査信号である、請求項１３に記載の画素。
【請求項１７】
　前記画素は、
　前記初期化期間の間に前記駆動トランジスタのゲート電極に初期化電圧を供給して、駆
動トランジスタのゲート電極電圧を初期化させる初期化トランジスタをさらに含む、請求
項１３に記載の画素。
【請求項１８】
　前記初期化トランジスタは、
　第２走査信号が伝達されるゲート電極、前記初期化電圧が印加されるソース電極、及び
前記駆動トランジスタのゲート電極に接続されるドレイン電極を含み、前記第２走査信号
に対応してスイッチング動作する、請求項１７に記載の画素。
【請求項１９】
　前記初期化期間は、前記初期化トランジスタに伝達される第２走査信号がゲートオン電
圧レベルで伝達される期間である、請求項１７に記載の画素。
【請求項２０】
　前記初期化期間は、前記駆動トランジスタのしきい電圧が補償される期間より前である
、請求項１３に記載の画素。
【請求項２１】
　前記画素は、
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　前記初期化期間の後に、前記第１走査信号によってスイッチング動作して前記駆動トラ
ンジスタをダイオード接続し、前記駆動トランジスタのしきい電圧を補償するしきい電圧
補償トランジスタをさらに含む、請求項１３に記載の画素。
【請求項２２】
　前記画素は、
　前記第１電源電圧源と有機発光ダイオードとの間に接続し、前記データ信号による駆動
電流が伝達される前記有機発光ダイオードの発光を制御する発光制御信号が伝達されるゲ
ート電極を含む少なくとも一つの発光制御トランジスタをさらに含む、請求項１３に記載
の画素。
【請求項２３】
　前記発光制御信号は、
　前記画素に含まれる第１トランジスタ及び第２トランジスタにそれぞれゲートオン電圧
レベルの第１走査信号及び第２走査信号が伝達された後に、ゲートオン電圧レベルで伝達
される、請求項２２に記載の画素。
【請求項２４】
　前記発光制御トランジスタは、
　前記発光制御信号が伝達されるゲート電極、前記駆動トランジスタのドレイン電極に接
続されるソース電極、及び前記有機発光ダイオードのアノード電極に接続されるドレイン
電極を含む、請求項２２に記載の画素。
【請求項２５】
　前記発光制御トランジスタは、
　前記発光制御信号が伝達されるゲート電極、前記第１電源電圧源に接続されるソース電
極、及び前記駆動トランジスタのソース電極に接続されるドレイン電極を含む、請求項２
２に記載の画素。
【請求項２６】
　複数の画素を含み、前記複数の画素それぞれは、有機発光ダイオード、前記有機発光ダ
イオードにデータ信号による駆動電流を伝達する駆動トランジスタ、第１走査信号に対応
して前記駆動トランジスタに前記データ信号を伝達する第１トランジスタ、第２走査信号
に対応して前記駆動トランジスタに第１電源電圧を印加する第２トランジスタ、及び前記
駆動トランジスタと前記第１電源電圧源との間に接続されるキャパシタを含む表示装置の
駆動方法において、
　前記駆動トランジスタのゲート電極電圧を初期化する段階；
　前記駆動トランジスタのしきい電圧を補償し、前記駆動トランジスタに前記データ信号
が伝達される段階；及び
　前記データ信号による駆動電流で前記有機発光ダイオードが発光する段階を含み、
　前記初期化する間に前記第２走査信号がゲートオン電圧レベルで伝達される表示装置の
駆動方法。
【請求項２７】
　前記初期化する間の前記駆動トランジスタのゲート電極－ソース電極間の電圧は、前記
駆動トランジスタを動作させる電圧である、請求項２６に記載の表示装置の駆動方法。
【請求項２８】
　前記第２走査信号は、前記第１走査信号が伝達される走査線の前の走査線に伝達される
走査信号である、請求項２６に記載の表示装置の駆動方法。
【請求項２９】
　前記駆動トランジスタのゲート電極電圧を初期化する段階は、
　前記第２走査信号によってスイッチング動作する初期化トランジスタにより、前記駆動
トランジスタのゲート電極に初期化電圧が印加される、請求項２６に記載の表示装置の駆
動方法。
【請求項３０】
　前記駆動トランジスタのしきい電圧を補償する段階は、
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　前記第１走査信号によってスイッチング動作するしきい電圧補償トランジスタによって
前記駆動トランジスタがダイオード接続する、請求項２６に記載の表示装置の駆動方法。
【請求項３１】
　前記有機発光ダイオードが発光する段階は、
　前記第１電源電圧源と有機発光ダイオードとの間に接続し、発光制御信号によってスイ
ッチング動作する少なくとも一つ以上の発光制御トランジスタによって前記有機発光ダイ
オードの発光が制御される、請求項２６に記載の表示装置の駆動方法。
【請求項３２】
　前記発光制御信号は、
　画素に含まれる第１トランジスタ及び第２トランジスタにそれぞれゲートオン電圧レベ
ルの第１走査信号及び第２走査信号が伝達された後、ゲートオン電圧レベルで伝達される
、請求項３１に記載の表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画素と、これを含む表示装置、及びその駆動方法に関し、具体的に画素駆動
時の応答速度の遅延問題と画面のモーションブラー（ｍｏｔｉｏｎ　ｂｌｕｒ）を改善す
るための画素構造、及びその駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近来、陰極線管（Ｃａｔｈｏｄｅ　Ｒａｙ　Ｔｕｂｅ）の短所である重量と体積を減ら
せる各種平板表示装置が開発されている。平板表示装置としては、液晶表示装置（Ｌｉｑ
ｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ：ＬＣＤ）、電界放出表示装置（Ｆｉｅｌｄ　
Ｅｍｉｓｓｉｏｎ　Ｄｉｓｐｌａｙ：ＦＥＤ）、プラズマ表示パネル（Ｐｌａｓｍａ　Ｄ
ｉｓｐｌａｙ　Ｐａｎｅｌ：ＰＤＰ）、及び表示装置（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅ
ｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｓｐｌａｙ：ＯＬＥＤ）などがある。
【０００３】
　平板表示装置のうちの表示装置は、電子と正孔の再結合によって光を発生する有機発光
ダイオードを利用して映像を表示するもので、速い応答速度を有すると共に、低い消費電
力で駆動され、発光効率、輝度、及び視野角に優れた長所があって注目されている。
　通常、有機電界発光表示装置（ＯＬＥＤ）は、有機発光ダイオードを駆動する方式によ
ってパッシブマトリックス型ＯＬＥＤ（ＰＭＯＬＥＤ）とアクティブマトリックス型ＯＬ
ＥＤ（ＡＭＯＬＥＤ）に分類される。
【０００４】
　この中で、解像度、コントラスト、動作速度の観点で、単位画素ごとに選択して点灯す
るアクティブマトリックス型ＯＬＥＤ（ＡＭＯＬＥＤ）が主流となっている。
　アクティブマトリックス型ＯＬＥＤの１画素は、有機発光ダイオード、有機発光ダイオ
ードに供給される電流量を制御する駆動トランジスタ、及び駆動トランジスタに有機発光
ダイオードの発光量を制御するデータ信号を伝達するスイッチングトランジスタを含む。
【０００５】
　最近、アクティブマトリックス型ＯＬＥＤの画素に含まれる駆動トランジスタのしきい
電圧偏差を補償するための補償回路に対する研究が行われている。しかし、補償回路を使
用して目的とする輝度を表示することにおいて、ヒステリシス（Ｈｙｓｔｅｒｅｓｉｓ）
によってデータ電圧の増減による応答速度が変化して正確な階調表現に困難がある。特に
、応答速度はブラックからホワイトに輝度を表現するために駆動する時に遅延する問題が
あり、このような問題点は、画面でテキスト（ｔｅｘｔ）をスクロール（ｓｃｒｏｌｌ）
する時、モーションブラー（ｍｏｔｉｏｎ　ｂｌｕｒ）を発生する。
　したがって、画素のしきい電圧トランジスタの偏差を補償すると同時に、ヒステリシス
による応答速度問題を解決するための画素回路に対する改善が必要である。
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は上記問題点を解決するために案出されたものであって、本発明の目的は、ヒス
テリシスによって発生する応答速度の問題を解決し、画面上のモーションブラーを改善す
ると同時に、駆動トランジスタのしきい電圧偏差を補償する画素回路構造を提案すること
にある。
【０００７】
　また、本発明の他の目的は、駆動トランジスタのしきい電圧偏差を補償することができ
、特に、輝度偏差が大きいデータ信号による映像を表示することにおいて、応答速度の遅
延問題を解決して、正確な階調表現が行われる高品質、高画質の表示装置、及びその駆動
方法を提供することにある。
【０００８】
　本発明が目的とする技術的課題は、以上で言及した技術的課題に制限されず、言及され
ないまた他の技術的課題は本発明の記載から当該分野における通常の知識を有する者に明
確に理解できるはずである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するための本発明の表示装置は、複数の走査信号が伝達される複数の走
査線、複数のデータ信号が伝達される複数のデータ線、及び複数の発光制御信号が伝達さ
れる複数の発光制御線にそれぞれ接続される複数の画素を含む表示部と、前記複数の走査
信号を伝達する走査駆動部と、前記複数のデータ信号を伝達するデータ駆動部と、前記複
数の発光制御信号を伝達する発光駆動部とを含む表示装置である。
【００１０】
　この時、前記複数の画素それぞれは、有機発光ダイオードと、前記有機発光ダイオード
に前記伝達されたデータ信号による駆動電流を伝達する駆動トランジスタと、第１走査信
号に対応して前記駆動トランジスタに前記データ信号を伝達する第１トランジスタと、前
記駆動トランジスタのゲート電極電圧を初期化する初期化期間の間に、第２走査信号に対
応して前記駆動トランジスタの第１電極に第１電源電圧を印加する第２トランジスタと、
前記駆動トランジスタのゲート電極に接続する第１電極及び前記第１電源電圧に接続する
第２電極を含むキャパシタとを含む。
【００１１】
　前記初期化期間の間の前記駆動トランジスタのゲート電極電圧と第１電極電圧との電圧
差は、前記駆動トランジスタを動作させられる電圧とすることができる。即ち、本発明に
よれば、前記初期化期間の間の前記駆動トランジスタのゲート電極電圧と第１電極電圧と
の差に対応する電圧値（Ｖｇｓ）を、前記駆動トランジスタの動作時に必要な基準電圧以
上に維持する。この時、前記基準電圧をオンバイアス（Ｏｎ　ｂｉａｓ）と定義できる。
【００１２】
　前記電圧値（Ｖｇｓ）をオンバイアス以上に維持するために、初期化期間の間に、前記
駆動トランジスタのゲート電極に伝達される電圧はローレベルであり、前記駆動トランジ
スタの第１電極に伝達される第１電源電圧はハイレベルとすることができる。
【００１３】
　本発明の表示装置において、前記第１トランジスタは前記第１走査信号によってスイッ
チング動作して、前記駆動トランジスタの第１電極に前記データ信号を伝達できる。
　前記第２走査信号は、前記第１走査信号が伝達される走査線の前の走査線に伝達される
走査信号とすることができるが、これに必ずしも制限されることではない。
　前記走査駆動部は、前記複数の画素それぞれに前記第１走査信号及び前記第２走査信号
を伝達できる。
【００１４】
　一方、本発明の一実施形態において、前記複数の画素それぞれは、前記初期化期間の間
に前記駆動トランジスタのゲート電極に初期化電圧を供給して、駆動トランジスタのゲー
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ト電極電圧を初期化させる初期化トランジスタをさらに含むことができる。
　この時、前記初期化トランジスタは、前記複数の画素それぞれの第１トランジスタに伝
達される第１走査信号が伝達される走査線の前の走査線に伝達される第２走査信号に対応
してスイッチング動作する。
【００１５】
　前記初期化期間は、前記初期化トランジスタに伝達される第２走査信号がゲートオン電
圧レベルで伝達される期間である。
　また、前記初期化期間は、前記駆動トランジスタのしきい電圧が補償される期間より前
である。
【００１６】
　本発明の他の実施形態において、前記複数の画素それぞれは、前記初期化期間の後に前
記第１走査信号によってスイッチング動作して前記駆動トランジスタをダイオード接続し
、前記駆動トランジスタのしきい電圧を補償するしきい電圧補償トランジスタをさらに含
むことができる。
【００１７】
　また、前記複数の画素それぞれは、前記データ信号による駆動電流が伝達される前記有
機発光ダイオードの発光を制御する少なくとも一つの発光制御トランジスタをさらに含む
ことができる。
　この時、前記発光制御トランジスタは、前記複数の画素それぞれに含まれる第１トラン
ジスタ及び第２トランジスタにそれぞれゲートオン電圧レベルの第１走査信号及び第２走
査信号が伝達された後、ゲートオン電圧レベルで伝達される発光制御信号に対応してスイ
ッチング動作する。
【００１８】
　上記目的を達成するための本発明の画素は、有機発光ダイオードと、前記有機発光ダイ
オードに前記伝達されたデータ信号による駆動電流を伝達する駆動トランジスタと、第１
走査信号に対応して前記駆動トランジスタに前記データ信号を伝達する第１トランジスタ
と、前記駆動トランジスタのゲート電極電圧を初期化する初期化期間の間に、第２走査信
号に対応して前記駆動トランジスタのソース電極に第１電源電圧を印加する第２トランジ
スタと、前記駆動トランジスタのゲート電極に接続する第１電極及び前記第１電源電圧に
接続する第２電極を含むキャパシタとを含む。
【００１９】
　この時、前記初期化期間の間の前記駆動トランジスタのゲート電極電圧とソース電極電
圧との電圧差は、前記駆動トランジスタを動作させる電圧とすることができる。好ましく
は、前記初期化期間の間に、前記ゲート電極に印加される電圧はローレベルであり、前記
ソース電極に印加される第１電源電圧はハイレベルとすることができるが、これに必ずし
も制限されることではなく、前記駆動トランジスタのゲート－ソース電圧差が駆動トラン
ジスタを動作させるオンバイアスに維持されればよい。
【００２０】
　前記第１トランジスタは、前記第１走査信号が伝達されるゲート電極、前記データ信号
が伝達されるソース電極、及び前記駆動トランジスタのソース電極に接続されるドレイン
電極を含み、前記第１走査信号によってスイッチング動作して、前記駆動トランジスタの
ソース電極に前記データ信号を伝達する。
【００２１】
　本発明の画素において、前記第２走査信号は前記第１走査信号が伝達される走査線の前
の走査線に伝達される走査信号とすることができる。
　前記画素は、前記初期化期間の間に前記駆動トランジスタのゲート電極に初期化電圧を
供給して、駆動トランジスタのゲート電極電圧を初期化させる初期化トランジスタをさら
に含むことができる。
【００２２】
　この時前、記初期化トランジスタは、第２走査信号が伝達されるゲート電極、前記初期



(8) JP 2012-128386 A 2012.7.5

10

20

30

40

50

化電圧が印加されるソース電極、及び前記駆動トランジスタのゲート電極に接続されるド
レイン電極を含み、前記第２走査信号に対応してスイッチング動作する。
　前記初期化期間は、前記初期化トランジスタに伝達される第２走査信号がゲートオン電
圧レベルで伝達される期間である。
　また、前記初期化期間は、前記駆動トランジスタのしきい電圧が補償される期間より前
である。
【００２３】
　前記画素は、前記初期化期間の後に、前記第１走査信号によってスイッチング動作して
前記駆動トランジスタをダイオード接続し、前記駆動トランジスタのしきい電圧を補償す
るしきい電圧補償トランジスタをさらに含むことができる。
　前記画素は、前記第１電源電圧源と有機発光ダイオードとの間に接続し、前記データ信
号による駆動電流が伝達される前記有機発光ダイオードの発光を制御する発光制御信号が
伝達されるゲート電極を含む少なくとも一つの発光制御トランジスタをさらに含むことが
できる。
【００２４】
　この時、前記発光制御信号は、前記画素に含まれる第１トランジスタ及び第２トランジ
スタにそれぞれゲートオン電圧レベルの第１走査信号及び第２走査信号が伝達された後、
ゲートオン電圧レベルで伝達できる。
【００２５】
　前記発光制御トランジスタは、実施形態により、前記発光制御信号が伝達されるゲート
電極、前記駆動トランジスタのドレイン電極に接続されるソース電極、及び前記有機発光
ダイオードのアノード電極に接続されるドレイン電極を含むことができる。
　また、他の実施形態により、前記発光制御トランジスタは、前記発光制御信号が伝達さ
れるゲート電極、前記第１電源電圧源に接続されるソース電極、及び前記駆動トランジス
タのソース電極に接続されるドレイン電極を含むことができる。
【００２６】
　上記目的を達成するための本発明の表示装置の駆動方法は、複数の画素を含み、前記複
数の画素それぞれは、有機発光ダイオードと、前記有機発光ダイオードにデータ信号によ
る駆動電流を伝達する駆動トランジスタと、第１走査信号に対応して前記駆動トランジス
タに前記データ信号を伝達する第１トランジスタと、第２走査信号に対応して前記駆動ト
ランジスタに第１電源電圧を印加する第２トランジスタと、前記駆動トランジスタと前記
第１電源電圧源との間に接続されるキャパシタとを含む表示装置の駆動方法に関する。
【００２７】
　具体的に本発明の駆動方法は、前記駆動トランジスタのゲート電極電圧を初期化する段
階と、前記駆動トランジスタのしきい電圧を補償し、前記駆動トランジスタに前記データ
信号が伝達される段階と、前記データ信号による駆動電流で前記有機発光ダイオードが発
光する段階とを含む。この時、前記初期化する間に前記第２走査信号がゲートオン電圧レ
ベルで伝達される。
【００２８】
　前記初期化する間の前記駆動トランジスタのゲート電極－ソース電極間の電圧は、前記
駆動トランジスタを動作させる電圧とすることができる。
　前記第２走査信号は、前記第１走査信号が伝達される走査線の前の走査線に伝達される
走査信号とすることができるが、これに必ずしも制限されることではない。
【００２９】
　前記駆動トランジスタのゲート電極電圧を初期化する段階は、前記第２走査信号によっ
てスイッチング動作する初期化トランジスタにより、前記駆動トランジスタのゲート電極
に初期化電圧が印加される段階である。
　また、前記駆動トランジスタのしきい電圧を補償する段階は、前記第１走査信号によっ
てスイッチング動作するしきい電圧補償トランジスタにより、前記駆動トランジスタがダ
イオード接続する段階である。
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【００３０】
　本発明の駆動方法において、前記第１走査信号に対応して前記しきい電圧トランジスタ
が導通し、前記第１トランジスタがスイッチング動作するので、駆動トランジスタのしき
い電圧が補償される段階と、前記駆動トランジスタにデータ信号が伝達されてデータが書
き込まれる段階とは共に行われる。
【００３１】
　前記有機発光ダイオードが発光する段階は、前記第１電源電圧源と有機発光ダイオード
との間に接続し、発光制御信号によってスイッチング動作する少なくとも一つ以上の発光
制御トランジスタにより、前記有機発光ダイオードの発光が制御される段階である。
　この時、前記発光制御信号は、画素に含まれる第１トランジスタ及び第２トランジスタ
にそれぞれゲートオン電圧レベルの第１走査信号及び第２走査信号が伝達された後、ゲー
トオン電圧レベルで伝達できる。
【発明の効果】
【００３２】
　本発明による画素及びこれを含む表示装置によれば、ヒステリシスによって発生する応
答速度の問題を解決し、画面上のモーションブラーを改善することにより、正確な階調を
表現することができる。
【００３３】
　また、本発明によれば、駆動トランジスタのしきい電圧偏差を補償すると同時に、輝度
偏差が大きいデータ信号による映像を表示することにおいて、応答速度の遅延を防止でき
るので、高品質及び高画質を実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】本発明の一実施形態による表示装置のブロック図である。
【図２】既存の画素回路における階調表現時にヒステリシスによる応答速度の遅延を示す
波形図である。
【図３】図１に示した表示装置の画素回路構造を示す回路図である。
【図４】図３に示した画素の駆動動作を示すタイミング図である。
【図５】本発明の一実施形態に係る表示装置で応答速度が改善された状態を示す波形図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【００３５】
　以下、添付した図面を参照して、本発明の実施形態について本発明が属する技術分野に
おける通常の知識を有する者が容易に実施できるように詳細に説明する。本発明は種々の
異なる形態に実現でき、ここで説明する実施形態に限られない。
　また、種々の実施形態において、同一の構成を有する構成要素に対しては同一の符号を
付けて、代表的に第１実施形態で説明し、その他の実施形態では第１実施形態とは異なる
構成についてのみ説明する。
【００３６】
　本発明を明確に説明するために説明上不必要な部分は省略し、明細書の全体にわたって
同一または類似する構成要素に対しては同一の参照符号を付ける。
　明細書の全体において、ある部分が他の部分と「接続」されているという時、これは「
直接的に接続」されている場合だけでなく、その中間に他の素子を介在して「電気的に接
続」されている場合も含む。また、ある部分がある構成要素を「含む」という時、これは
特に反対になる記載がない限り、他の構成要素を除くことではなく、他の構成要素をさら
に含むことができるのを意味する。
【００３７】
　図１は、本発明の一実施形態に係る表示装置のブロック図を示した。
　本発明の実施形態に係る表示装置１００は、複数の画素を含む表示部１０、走査駆動部
２０、データ駆動部３０、発光駆動部４０、制御部５０、及び表示装置に外部電圧を供給
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する電源供給部６０を含む。
【００３８】
　複数の画素それぞれは、表示部１０に伝達される複数の走査線（Ｓ０～Ｓｎ）のうちの
二つの走査線に接続されている。図１において、画素は当該画素ラインに対応する走査線
と、その以前ラインの走査線に接続しているが、これに必ずしも制限されることではない
。
　また、複数の画素それぞれは、表示部１０に伝達される複数のデータ線（Ｄ１～Ｄｍ）
のうちの一つのデータ線、表示部１０に伝達される複数の発光制御線（ＥＭ１～ＥＭｎ）
のうちの一つの発光制御線に接続されている。
【００３９】
　走査駆動部２０は、複数の走査線（Ｓ０～Ｓｎ）を通じて各画素に二つの対応する走査
信号を生成して伝達する。即ち、走査駆動部２０は、各画素が含まれる画素ラインに対応
する走査線を通じて第１走査信号を伝達し、当該画素ラインの前の画素ラインに対応する
走査線を通じて第２走査信号を伝達する。
【００４０】
　図１の実施形態において、ｎ番目画素ラインに含まれている複数の画素のうちの一つの
画素７０は、当該ｎ番目画素ラインに対応する走査線（Ｓｎ）と、ｎ番目画素ラインの前
のｎ－１番目画素ラインに対応する走査線（Ｓｎ－１）にそれぞれ接続される。
　画素７０は、上記走査線（Ｓｎ）を通じて第１走査信号が伝達され、同時に前記走査線
（Ｓｎ－１）を通じて第２走査信号が伝達される。
【００４１】
　データ駆動部３０は、複数のデータ線（Ｄ１～Ｄｍ）を通じて各画素にデータ信号を伝
達する。
　発光駆動部４０は、複数の発光制御線（ＥＭ１～ＥＭｎ）を通じて各画素に発光制御信
号を生成して伝達する。
【００４２】
　制御部５０は、外部から伝達される複数の映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）を複数の映像データ
信号（ＤＲ、ＤＧ、ＤＢ）に変更してデータ駆動部３０に伝達する。また、制御部５０は
、垂直同期信号（Ｖｓｙｎｃ）、水平同期信号（Ｈｓｙｎｃ）、及びクロック信号（ＭＣ
ＬＫ）の伝達を受けて、前記走査駆動部２０、データ駆動部３０、及び発光駆動部４０の
駆動を制御するための制御信号を生成して、それぞれに伝達する。即ち、制御部５０は、
走査駆動部２０を制御する走査駆動制御信号（ＳＣＳ）、データ駆動部３０を制御するデ
ータ駆動制御信号（ＤＣＳ）、及び発光駆動部４０を制御する発光駆動制御信号（ＥＣＳ
）をそれぞれ生成して伝達する。
【００４３】
　また、表示部１０は、複数の走査線（Ｓ０～Ｓｎ）、複数のデータ線（Ｄ１～Ｄｍ）、
及び複数の発光制御線（ＥＭ１～ＥＭｎ）の交差部に位置する複数の画素を含む。
　上記複数の画素は、電源供給部６０から第１電源電圧（ＥＬＶＤＤ）、第２電源電圧（
ＥＬＶＳＳ）、初期化電圧（ＶＩＮＴ）などの外部電圧の供給を受ける。上記第１電源電
圧（ＥＬＶＤＤ）は第２電源電圧（ＥＬＶＳＳ）より高い電圧レベルを有する。
【００４４】
　表示部１０はほぼ行列状に配列された複数の画素を含む。特に制限されないが、複数の
走査線（Ｓ０～Ｓｎ）は、上記画素の配列形態からほぼ行方向に延びて、互いにほぼ平行
し、複数のデータ線（Ｄ１～Ｄｍ）は、ほぼ列方向に延びて、互いにほぼ平行する。
　複数の画素それぞれは、複数のデータ線（Ｄ１～Ｄｍ）を通じて伝達された対応するデ
ータ信号によって有機発光ダイオードに供給される駆動電流により、所定輝度の光を発光
する。
【００４５】
　図２は、既存の画素回路における階調表現時にヒステリシスによる応答速度の遅延を示
す波形図である。
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　駆動トランジスタのしきい電圧を補償する一般的な画素回路において、垂直同期信号（
Ｖｓｙｎｃ）が伝達される１フレームごとに表示部の画素がスキャンされ、データ信号（
Ｄａｔｅ[ｔ]）の伝達を受けて映像を表示するようになる。
【００４６】
　万一、表示部の複数の画素それぞれが、伝達されるデータ信号に対応してブラック映像
またはホワイト映像に表示される時、長時間駆動される場合、駆動トランジスタに印加さ
れる電圧レベルが持続して、それによるヒステリシスが発生する。その場合、前のフレー
ムの階調電圧に影響を受けて、現在フレームの映像を表示する時に、ＴＦＴ特性曲線の左
側または右側に異なるようにシフトできる。
【００４７】
　例えば、ブラック映像で長時間駆動される場合、駆動トランジスタに印加される電圧レ
ベルが駆動トランジスタの動作基準電圧以下のオフバイアス（Ｏｆｆ　ｂｉａｓ）である
ので、次のフレームの映像信号による階調は、ＴＦＴ特性曲線の右側にシフトされる。こ
れに反し、ホワイト映像で長時間駆動される場合、駆動トランジスタに印加される電圧レ
ベルは、駆動トランジスタの動作基準電圧以上のオンバイアス（Ｏｎ　ｂｉａｓ）に持続
するので、次のフレームの映像信号による階調はＴＦＴ特性曲線の左側にシフトされる。
【００４８】
　したがって、このような画素の駆動トランジスタのヒステリシス現象により、前のフレ
ームと現在フレーム間の輝度変化量によって同一の輝度表現時に応答速度が変化する問題
が発生する。このような応答速度は、駆動トランジスタに印加されるオフバイアスまたは
オンバイアスの印加時間によってさらに問題になり得る。
【００４９】
　図２の波形図は、ブラックデータ信号（Ｄａｔａ[ｔ]）により長時間ブラック輝度で表
示された画素が、時点ａ１にホワイト輝度で発光するホワイトデータ信号の伝達を受ける
。図２を参照すれば分かるように、ホワイトデータ信号が伝達された時点ａ１に同期され
て、ホワイトデータ信号による輝度の目標値で発光せずに、１フレームが経過した時点ａ
２に輝度の目標値で発光する。
【００５０】
　ブラックからホワイトに映像を表示するために駆動する場合、１フレームでホワイト輝
度の目標値に上昇できず、中間輝度まで到達する。そのためホワイトからホワイトに映像
を表示するために駆動する場合に比べて、応答速度が遅延される。このようなヒステリシ
スによる応答速度の遅延は、ディスプレイ画面でテキストのスクロール時にモーションブ
ラーとして現れる。
　本発明で提案する画素回路の構造と駆動方式は、このようなヒステリシスによって発生
する応答速度の問題を解決するためのものである。
【００５１】
　図３は、図１に示した本発明の一実施形態に係る表示装置１００の画素７０の回路構造
を示す回路図である。
　本発明の一実施形態に係る画素は、データ信号を伝達するために画素を活性化する第１
走査信号を伝達する第１走査線以外に、初期化期間の間に駆動トランジスタ（Ｍｄ）に初
期化電圧（ＶＩＮＴ）を印加し、駆動トランジスタ（Ｍｄ）を動作電圧（Ｏｎ　ｂｉａｓ
）で維持するために制御する第２走査信号を伝達する第２走査線にそれぞれ接続される。
【００５２】
　図３に示した画素７０は、図１の表示装置１００の中で、表示部１０に含まれる複数の
画素のうちのｎ番目走査線（Ｓｎ）とｎ－１番目走査線（Ｓｎ－１）にそれぞれ接続され
る。また、画素７０は、ｍ番目データ線（Ｄｍ）とｎ番目発光制御線（ＥＭｎ）に接続さ
れる。
【００５３】
　図３に示した画素７０は、有機発光ダイオード（ｏｒｇａｎｉｃ　ｌｉｇｈｔ　ｅｍｉ
ｔｔｉｎｇ　ｄｉｏｄｅ、ＯＬＥＤ）と、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）のアノード電
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極に接続される駆動トランジスタ（Ｍｄ）と、駆動トランジスタ（Ｍｄ）のソース電極に
接続される第１トランジスタ（Ｍ１）と、駆動トランジスタ（Ｍｄ）と第１トランジスタ
（Ｍ１）が接続される接続点と第１電源電圧（ＥＬＶＤＤ）との間に接続される第２トラ
ンジスタ（Ｍ２）と、駆動トランジスタ（Ｍｄ）と第１電源電圧（ＥＬＶＤＤ）との間に
位置したキャパシタ（Ｃ１）とを含む。
【００５４】
　本発明の画素７０は、初期化期間の間に初期化電圧（ＶＩＮＴ）を伝達する初期化トラ
ンジスタ（Ｍ３）をさらに含むことができる。
　画素７０は、駆動トランジスタ（Ｍｄ）のしきい電圧を補償するために駆動トランジス
タ（Ｍｄ）をダイオード接続するしきい電圧補償トランジスタ（Ｍ４）をさらに含むこと
ができる。
【００５５】
　また、画素７０は、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）のアノード電極に接続して、有機
発光ダイオード（ＯＬＥＤ）の駆動電流による発光を調節する発光制御トランジスタを少
なくとも一つ以上さらに含むことができる。図３の画素７０に含まれる前記発光制御トラ
ンジスタは、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）のアノード電極と駆動トランジスタ（Ｍｄ
）との間に接続された第１発光制御トランジスタ（Ｍ５）、及び駆動トランジスタ（Ｍｄ
）と第１電源電圧（ＥＬＶＤＤ）との間に接続された第２発光制御トランジスタ（Ｍ６）
を含む。
【００５６】
　画素７０の有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）はアノード電極とカソード電極を含み、対
応するデータ信号による駆動電流によって発光する。本発明で前記データ信号による駆動
電流は、表示部１０に含まれる複数の画素それぞれの駆動トランジスタのしきい電圧に影
響を受けないように補償される。
【００５７】
　駆動トランジスタ（Ｍｄ）は、第１電源電圧（ＥＬＶＤＤ）が接続された第２ノード（
Ｎ２）に接続されるソース電極と、第３ノード（Ｎ３）に接続するドレイン電極と、第１
ノード（Ｎ１）に接続されるゲート電極とを含む。駆動トランジスタ（Ｍｄ）は、第２ノ
ード（Ｎ２）に接続されている第１トランジスタ（Ｍ１）を通じてデータ信号の伝達を受
ける。
【００５８】
　駆動トランジスタ（Ｍｄ）は、ソース電極とゲート電極間の電圧差に対応する駆動電流
を有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）に伝達して発光させる。
　第１トランジスタ（Ｍ１）は、データ線（ＤＡＴＡ）に接続してデータ信号が伝達され
るソース電極と、第２ノード（Ｎ２）に接続するドレイン電極と、画素７０が含まれた画
素ラインに対応する走査線に接続して走査信号（Ｓ[ｎ]）が伝達されるゲート電極とを含
む。この時、前記対応する走査線は、画素７０がｎ番目画素ラインに含まれるので、ｎ番
目走査線である。
【００５９】
　ｎ番目走査線を通じて走査信号（Ｓ[ｎ]）が伝達されて第１トランジスタ（Ｍ１）が導
通すれば、データ信号が第２ノード（Ｎ２）に伝達され、上記データ信号に対応するデー
タ電圧（Ｖｄａｔａ）が駆動トランジスタ（Ｍｄ）のソース電極に伝達される。
　走査信号（Ｓ[ｎ]）は、しきい電圧補償トランジスタ（Ｍ４）のゲート電極にも同時に
伝達される。
【００６０】
　しきい電圧補償トランジスタ（Ｍ４）は、駆動トランジスタ（Ｍｄ）のゲート電極とド
レイン電極との間に接続して、走査信号（Ｓ[ｎ]）がゲートオン電圧レベルで伝達される
間に導通して、駆動トランジスタ（Ｍｄ）をダイオード接続する。このことにより、駆動
トランジスタ（Ｍｄ）のソース電極に印加されたデータ電圧から駆動トランジスタ（Ｍｄ
）のしきい電圧ほど降下した電圧（Ｖｄａｔａ－Ｖｔｈ）が、駆動トランジスタ（Ｍｄ）
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のゲート電極に印加される。駆動トランジスタ（Ｍｄ）のゲート電極はキャパシタ（Ｃ１
）の一端に接続しているので、電圧（Ｖｄａｔａ－Ｖｔｈ）はキャパシタ（Ｃ１）によっ
て維持される。駆動トランジスタ（Ｍｄ）のしきい電圧（Ｖｔｈ）が反映された電圧（Ｖ
ｄａｔａ－Ｖｔｈ）がゲート電極に印加されて維持されるので、駆動トランジスタ（Ｍｄ
）に流れる駆動電流は、駆動トランジスタ（Ｍｄ）のしきい電圧による影響を受けない。
【００６１】
　第２トランジスタ（Ｍ２）は、ｎ－１番目走査線に接続されて走査信号（Ｓ[ｎ－１]）
が伝達されるゲート電極と、第１電源電圧（ＥＬＶＤＤ）に接続されたソース電極と、第
２ノード（Ｎ２）に接続されたドレイン電極を含む。
　第２トランジスタ（Ｍ２）は、ｎ番目走査線を通じて画素７０に伝達される走査信号（
Ｓ[ｎ]）が、ゲートオン電圧レベルで伝達される前に、ｎ－１番目走査線を通じてゲート
オン電圧レベルで伝達される走査信号（Ｓ[ｎ－１]）によって導通する。このことにより
、走査信号（Ｓ[ｎ－１]）によってスイッチングターンオンされる間に、第１電源電圧（
ＥＬＶＤＤ）は駆動トランジスタ（Ｍｄ）のソース電極に印加される。
【００６２】
　初期化電圧（ＶＩＮＴ）を駆動トランジスタ（Ｍｄ）のゲート電極に伝達する初期化ト
ランジスタ（Ｍ３）は、走査信号（Ｓ[ｎ－１]）によってスイッチング動作する。
　即ち、初期化トランジスタ（Ｍ３）は、ｎ－１番目走査線に接続するゲート電極と、初
期化電圧（ＶＩＮＴ）を伝達する電圧源に接続するソース電極と、駆動トランジスタ（Ｍ
ｄ）のゲート電極に接続されるドレイン電極とを含む。
【００６３】
　走査信号（Ｓ[ｎ－１]）がゲートオン電圧レベルで初期化トランジスタ（Ｍ３）に伝達
される間に、駆動トランジスタ（Ｍｄ）のゲート電極には初期化電圧（ＶＩＮＴ）が印加
される。走査信号（Ｓ[ｎ－１]）がゲートオン電圧レベルで伝達される期間の間に、駆動
トランジスタ（Ｍｄ）のゲート電極は初期化電圧で初期化される。
【００６４】
　走査信号（Ｓ[ｎ－１]）がゲートオン電圧レベルで伝達される初期化期間の間に、駆動
トランジスタ（Ｍｄ）のソース電極に第１電源電圧（ＥＬＶＤＤ）が印加されると同時に
、駆動トランジスタ（Ｍｄ）のゲート電極に初期化電圧（ＶＩＮＴ）が印加されるので、
初期化期間の間の駆動トランジスタ（Ｍｄ）のゲート－ソース電圧差（Ｖｇｓ）は、ＥＬ
ＶＤＤ－ＶＩＮＴとなる。これは、駆動トランジスタ（Ｍｄ）が動作する基準電圧以上の
電圧値である。
【００６５】
　初期化期間の間の駆動トランジスタ（Ｍｄ）のゲート－ソース電圧差（Ｖｇｓ）が前記
基準電圧以上であるので、駆動トランジスタ（Ｍｄ）はオンバイアスされる。
　全ての画素の駆動トランジスタ（Ｍｄ）が、このような動作によってオンバイアスされ
た状態で、データ電圧が駆動トランジスタに書き込まれるので、ヒステリシス特性を改善
することができる。
【００６６】
　複数の駆動トランジスタそれぞれは、前のフレームのデータ電圧が印加されているので
、現在フレームのデータ電圧を書き込む前に、複数の駆動トランジスタそれぞれのゲート
－ソース電圧は互いに異なるレベルとすることができる。
【００６７】
　初期化期間がなければ、現在フレームのデータ電圧が前のフレームのデータ電圧に比べ
て、高い電圧印加或いは低い電圧印加によって駆動トランジスタのゲート－ソース電圧の
ヒステリシス特性が異なることもある。本発明の実施形態においては、初期化期間の間に
全ての駆動トランジスタのゲート－ソース電圧を第１電源電圧（ＥＬＶＤＤ）－初期化電
圧（ＶＩＮＴ）に作って、全ての駆動トランジスタを同一の条件でオンバイアスさせる。
　したがって、ヒステリシス特性に影響を受けずに、全ての画素の駆動トランジスタのゲ
ート－ソース電圧が、同一の条件で対応する現在フレームのデータ電圧により決定される
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。
【００６８】
　本発明の実施形態においては、第２トランジスタ（Ｍ２）及び初期化トランジスタ（Ｍ
３）のスイッチング動作を制御する信号を、当該画素ラインに接続された走査線の前の走
査線を通じて伝達される走査信号を利用したが、これに制限されず、別途の制御信号を伝
達できることは勿論である。
【００６９】
　一方、最初の画素ラインに含まれる画素の場合、第２トランジスタ（Ｍ２）及び初期化
トランジスタ（Ｍ３）に伝達される走査信号は、走査駆動部２０で生成して伝達するダミ
ー走査信号とすることができる。
【００７０】
　具体的にキャパシタ（Ｃ１）は、第１ノード（Ｎ１）に接続された第１電極及び第１電
源電圧（ＥＬＶＤＤ）に接続された第２電極を含む。
　キャパシタ（Ｃ１）は、駆動トランジスタ（Ｍｄ）のゲート電極が接続された第１ノー
ド（Ｎ１）に接続しているため、画素の駆動過程により駆動トランジスタ（Ｍｄ）のゲー
ト電極電圧値を保存する。
【００７１】
　また、本発明の一実施形態に係る画素７０の第１発光制御トランジスタ（Ｍ５）は、ｎ
番目発光制御線に接続して発光制御信号（ＥＭ[ｎ]）の伝達を受けるゲート電極と、第３
ノード（Ｎ３）に接続されたソース電極と、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）のアノード
電極に接続されたドレイン電極とを含む。
【００７２】
　画素７０は、第２発光制御トランジスタ（Ｍ６）をさらに含むことができるが、第２発
光制御トランジスタ（Ｍ６）は、ｎ番目発光制御線に接続して発光制御信号（ＥＭ[ｎ]）
の伝達を受けるゲート電極と、第１電源電圧（ＥＬＶＤＤ）に接続されたソース電極と、
第２ノード（Ｎ２）に接続されたドレイン電極とを含む。
【００７３】
　本発明の発光制御トランジスタの構成は一つの実施形態であるため、必ずしもこのよう
な構成に制限されることではない。
　発光制御信号（ＥＭ[ｎ]）がゲートオン電圧レベルで伝達されると、第１発光制御トラ
ンジスタ（Ｍ５）及び第２発光制御トランジスタ（Ｍ６）は導通し、データの書き込み期
間の間にキャパシタ（Ｃ１）に保存されたデータ信号によるデータ電圧に対応する駆動電
流ほど有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）に伝達して発光させる。上述のように、上記キャ
パシタ（Ｃ１）に保存されたデータ電圧は、しきい電圧（Ｖｔｈ）が考慮された電圧値（
Ｖｄａｔａ－Ｖｔｈ）であるので、対応する駆動電流ほど発光する時、しきい電圧の影響
を排除できる。
【００７４】
　図３に示した画素の駆動回路図に含まれたトランジスタはＰＭＯＳであると想定して説
明したが、これに制限されず、ＮＭＯＳで具現することも可能である。
　図３に示した画素７０の駆動に対する理解を助けるために、図４の駆動タイミング図を
活用して説明する。
【００７５】
　本発明の実施形態による画素７０は、引き続いた二つの走査線に接続していて、それぞ
れ走査信号の伝達を受けて動作する。
　まず、時点ｔ１でｎ－１番目走査線を通じて伝達される走査信号（Ｓ[ｎ－１]）がロー
レベルに変化し、Ｔ１期間の間にローレベルを維持する。
【００７６】
　画素から上記走査信号（Ｓ[ｎ－１]）の伝達を受ける第２トランジスタ（Ｍ２）及び初
期化トランジスタ（Ｍ３）が同時に導通する。
　このことにより、Ｔ１期間の間に駆動トランジスタ（Ｍｄ）のソース電極には第２トラ
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ンジスタ（Ｍ２）を通じてハイレベルの第１電源電圧（ＥＬＶＤＤ）が印加され、駆動ト
ランジスタ（Ｍｄ）のゲート電極には初期化トランジスタ（Ｍ３）を通じて初期化電圧（
ＶＩＮＴ）が印加される。
【００７７】
　このようなＴ１期間の間に、駆動トランジスタ（Ｍｄ）のゲート－ソース電圧差（Ｖｇ
ｓ）はＥＬＶＤＤ-ＶＩＮＴに維持される。この時、初期化電圧（ＶＩＮＴ）がローレベ
ルであるので、電圧差（Ｖｇｓ）は駆動トランジスタ（Ｍｄ）を動作させる最小の基準電
圧以上であり得る。したがって、各フレームで駆動トランジスタ（Ｍｄ）のしきい電圧が
補償され、データが書き込まれる期間の前に全ての画素に含まれた駆動トランジスタ（Ｍ
ｄ）がオンバイアスされるので、駆動トランジスタ（Ｍｄ）のヒステリシス特性に影響を
受けないで、目的とする階調に表現される映像を実現することができる。
【００７８】
　その後、時点ｔ２に走査信号（Ｓ[ｎ－１]）がハイレベルに遷移し、時点ｔ３にｎ番目
走査線を通じて伝達される走査信号（Ｓ[ｎ]）がローレベルに変化して、Ｔ２期間の間に
ローレベルを維持する。
　Ｔ２期間の間に走査信号（Ｓ[ｎ－１]）がハイ状態で伝達されるので、第２トランジス
タ（Ｍ２）及び初期化トランジスタ（Ｍ３）は遮断され、第１ノード（Ｎ１）の電圧はフ
ローティング（ｆｌｏａｔｉｎｇ）される。
【００７９】
　同時に、Ｔ２期間の間に画素から上記走査信号（Ｓ[ｎ]）の伝達を受ける第１トランジ
スタ（Ｍ１）及びしきい電圧補償トランジスタ（Ｍ４）が導通する。このことにより、Ｔ
２期間の間に駆動トランジスタ（Ｍｄ）のソース電極には第１トランジスタ（Ｍ１）を通
じてデータ信号（ＤＡＴＡ）によるデータ電圧（Ｖｄａｔａ）が伝達され、駆動トランジ
スタ（Ｍｄ）はしきい電圧補償トランジスタ（Ｍ４）によってダイオード接続される。
【００８０】
　したがって、Ｔ２期間の間にキャパシタ（Ｃ１）の一端に接続された第１ノード（Ｎ１
）に維持される電圧は、駆動トランジスタ（Ｍｄ）のゲート－ソース電極間の電圧差に相
当する電圧（Ｖｇｓ）であって、データ電圧（Ｖｄａｔａ）から駆動トランジスタ（Ｍｄ
）のしきい電圧（Ｖｔｈ）ほど下降した電圧値（Ｖｄａｔａ-Ｖｔｈ）である。
【００８１】
　Ｔ１期間の初期化期間の間に、駆動トランジスタ（Ｍｄ）がオンバイアスされてヒステ
リシス特性を改善したので、上記データ電圧（Ｖｄａｔａ）による階調表現時の応答速度
の遅延問題を解決することができる。
【００８２】
　時点ｔ４に走査信号（Ｓ[ｎ]）がハイレベルに遷移すると、第１トランジスタ（Ｍ１）
及びしきい電圧補償トランジスタ（Ｍ４）が遮断される。このことにより、第１ノード（
Ｎ１）の電圧はさらにフローティング（ｆｌｏａｔｉｎｇ）される。
　時点ｔ５にｎ番目画素ラインに含まれた画素７０に伝達される発光制御信号（ＥＭ[ｎ]
）がローレベルに変化する。
【００８３】
　このことにより、発光制御信号（ＥＭ[ｎ]）が伝達される画素７０の第１発光制御トラ
ンジスタ（Ｍ５）及び第２発光制御トランジスタ（Ｍ６）は導通し、有機発光ダイオード
（ＯＬＥＤ）にキャパシタ（Ｃ１）に保存されたデータ信号によるデータ電圧の駆動電流
が伝達されて発光する。
　具体的に上記駆動電流を算出するための対応する電圧は、駆動トランジスタ（Ｍｄ）の
しきい電圧（Ｖｔｈ）の影響が排除されたＥＬＶＤＤ-Ｖｄａｔａとなる。
【００８４】
　本発明の一実施形態による画素とそれを含む表示装置は、データ信号によって映像を表
示することにおいて、駆動トランジスタのしきい電圧の影響を排除すると同時に、ヒステ
リシス特性による応答速度の問題を解決できるので、図５に示した波形図のように、応答
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速度が遅れないで、当該フレームから直ちに目的とする輝度で発光して、鮮明な高品質の
映像を提供することができる。
【００８５】
　図５の波形図を参照すると、既存の画素を用いて駆動すれば、ヒステリシスによって目
的とする輝度で発光しないで中間程度の輝度まで表現した後、次のフレームで所望する輝
度で発光する問題波形が現れる。これに比べて、本発明の画素を用いて駆動すれば、当該
フレームで直ちに目的とする輝度まで表現する改善された波形が得られることが分かる。
【００８６】
　以上、本発明の具体的な実施形態と関連して本発明について説明したが、これは例示に
過ぎず、本発明はこれに制限されない。当業者は本発明の範囲を逸脱せずに、説明された
実施形態を変更または変形でき、このような変更または変形も本発明の範囲に属する。ま
た、明細書で説明した各構成要素の物質は、当業者が公知された多様な物質から容易に選
択して代替できる。また、当業者は本明細書で説明された構成要素のうちの一部を性能の
劣化なしに省略したり、性能を改善するために構成要素を追加したりすることができる。
それだけでなく、当業者は工程環境や装備により本明細書で説明した方法段階の順序を変
更することもできる。したがって、本発明の範囲は、説明された実施形態ではなく、特許
請求の範囲及びその均等物によって決定されなければならない。
【符号の説明】
【００８７】
　　１０　表示部
　　２０　走査駆動部
　　３０　データ駆動部
　　４０　発光駆動部
　　５０　制御部
　　６０　電源供給部
　　７０　画素
　　１００　表示装置
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